
す
。『

聖
典
全
書
』
の
完
結
を
記
念
し
て
、
今
回

は
第
二
巻
の
「
宗
祖
篇
上
」（
平
成
二
十
三
年
三

月
刊
行
）
と
、
そ
の
続
篇
と
な
る
第
三
巻
の

「
宗
祖
篇
下
」（
平
成
二
十
九
年
三
月
刊
行
）
に

つ
い
て
、
そ
の
魅
力
や
活
用
法
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅰ
親
鸞
聖
人
の
真
筆
を
す
べ
て
翻
刻

「
宗
祖
篇
上
」
と
「
宗
祖
篇
下
」
の
最
大
の

特
徴
は
、
現
在
学
界
で
知
ら
れ
て
い
る
親
鸞
聖

48宗報 2019年７月号

は
じ
め
に

こ
の
度
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

に
お
い
て
編�
�

纂�
�

を
進
め
て
き
ま
し
た
、『
浄
土

真
宗
聖
典
全
書
』
全
六
巻
が
つ
い
に
完
結
い
た

し
ま
し
た
。『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』（
以
下
、

『
聖
典
全
書
』）
と
は
、
親
鸞
聖
人
の
開
か
れ
た

浄
土
真
宗
の
み
教
え
に
関
す
る
聖�
�
�

教�
�
�や

史
資

料
を
す
べ
て
収
録
し
た
も
の
で
、
高
い
史
料
性

を
保
持
し
つ
つ
、
領�
�
�

解�

・
伝
道
に
活
用
で
き

る
聖
典
を
基
本
理
念
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
ま

人
の
真�
�

筆�
�

を
す
べ
て
底�
�

本�
�

（
文
字
に
起
こ
す
元

に
な
る
本
）
と
し
て
翻�
�

刻�
�

し
収
録
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
ま
ず
「
宗
祖
篇
上
」
か
ら
そ
の
主
な

も
の
を
あ
げ
ま
す
と
、
親
鸞
聖
人
畢�
�

生�
�

の
大
著

で
あ
る
『
顕�
�

浄�
�
�

土�

真�
�

実�
�

教�
�
�

行�
�
�

証�
�
�

文�
�

類�
�

』

（
以
下
『
教�

�
�

行�
�
�

信�
�

証�
�
�
』）
は
、
底
本
に
親
鸞
聖

人
の
真
筆
本
（
い
わ
ゆ
る
坂�

�

東�
�

本�
�

）
を
用
い
て

い
ま
す
。
ま
た
『
浄�
�
�

土�

三�
�

経�
�
�

往�
�

生�
�
�

文�
�

類�
�

』

と
『
尊�
�

号�
�

真�
�

像�
�

銘�
�

文�
�

』
は
、
上
下
二
段
組
で
翻

刻
し
た
上
で
、
と
も
に
親
鸞
聖
人
の
真
筆
本
を

底
本
と
し
て
い
ま
す
。『
一�
�

念�
�

多�

念�
�

文�
�

意�

』
や

『
唯�
�

信�
�

鈔�
�
�

文�
�

意�

』（
上
段
）
の
ほ
か
、
親
鸞
聖

人
が
た
び
た
び
書
写
し
て
門
弟
に
与
え
ら
れ
た

と
い
わ
れ
る
、
聖�
�

覚�
�

法�
�

印�
�

の
『
唯
信
鈔
』
も
、

底
本
だ
け
で
な
く
対�
�

校�
�

本�
�

（
系
統
の
異
な
る
本
）

に
も
親
鸞
聖
人
の
真
筆
本
を
用
い
て
お
り
、
本

文
や
左�

訓�
�

（
漢
字
や
熟
語
の
左
側
に
小
さ
く
片
仮

名
で
書
か
れ
た
註
記
）
な
ど
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
真
筆
の
御�

消�
�
�

息�
�

や
本

尊
と
し
て
の
名�
�
�

号�
�

、
親
鸞
聖
人
の
御�

影�
�

像�
�

（
安�

�

城
�
�
�
�
御�

影�
�

）
の
上
下
段
に
書
か
れ
て
い
る
真

筆
の
讃�
�

銘�
�

も
収
録
し
て
い
ま
す
。
ま
た
親
鸞
聖

人
ご
自
身
が
手�

控�
�

え
と
し
て
書
写
さ
れ
た
経
�
�
�

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

教
学
伝
道
研
究
室〈
聖
典
編
纂
担
当
〉

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』完
結

──「
宗
祖
篇
上
・
下
」
に
つ
い
て
──

第
２
回
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文�
�

の
抜
粋
や
釈�
�
�

文�
�

、
あ
る
い
は
門
弟
へ
書
き

与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
断�
�

簡�
�

類
な
ど
の
真

筆
も
す
べ
て
収
録
し
て
い
ま
す
。

次
に
「
宗
祖
篇
下
」
に
は
、『
観�
�

無�

量�
�
�

寿�
�

経�
�
�

註�
�
�

』
と
『
阿�

弥�

陀�

経�
�
�

註�
�
�

』
と
い
わ
れ
る

も
の
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
壮
年
期

の
親
鸞
聖
人
が
自
身
の
研�
�

鑽�
�

の
た
め
、『
観
無

量
寿
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』
の
経
文
を
書
写

し
、
さ
ら
に
そ
の
行
間
や
上
下
欄
、
裏
面
な
ど

に
、
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
経
文
に
関
係
す
る
善�
�

導�
�

大�
�

師�

の
『
観�
�

経�
�
�

疏�
�

』・『
法�
�

事�

讚�
�

』
等
の
註
�
�
�

釈�
�
�

文�
�

を
細
小
な
字
で
丁
寧
に
書
き
込
ま
れ
た

も
の
で
す
。

原
本
で
は
、
経
文
の
行
間
に
複
雑
に
配
置
さ

れ
て
い
る
註
釈
文
を
、
本
聖
典
で
は
読
解
の
便

を
考
え
て
、
経
文
の
該
当
部
分
に
対
応
す
る
よ

う
適
宜
並
べ
か
え
て
翻
刻
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
宗
祖
篇
下
」
に
は
親
鸞
聖
人
の
筆
で
源�
�

空�
�

（
法�

�

然�
�

）
聖�
�
�

人�
�

の
法
語
・
伝
記
・
消
息
・
行
�
�
�

状�
�
�な

ど
を
書
写
さ
れ
た
『
西�
�

方�
�

指�

南�
�

抄�
�
�』

を

収
録
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
源
空
聖
人
に
関

す
る
現
存
最
古
の
言
行
録
で
、
親
鸞
聖
人
の
真

筆
を
底
本
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
親
鸞
聖
人
が

加�

点�
�

（
白�

�

文�
�

の
漢
文
に
返�

�
�

点�
�

や
読
み
仮
名
な
ど

を
書
き
入
れ
る
こ
と
）
さ
れ
た
曇�
�

鸞�
�

大�
�

師�

の

『
往�
�

生�
�
�

論�
�

註�
�
�』

を
は
じ
め
、「
善
導
大
師
五�

部�

九�

巻�
�

」（『
観
経
疏
』
四
巻
・『
法
事
讃
』
二
巻
・

『
観�

�

念�
�

法�
�

門�
�

』
一
巻
・『
往�

�

生�
�
�

礼�
�

讃�
�

』
一
巻
・『
般�

�

舟�
�

讃�
�

』
一
巻
）
も
収
録
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
曇
鸞
大
師
や
善
導
大
師
の
聖
教
に
対
す

る
親
鸞
聖
人
の
読
み
方
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
親
鸞
聖
人

ご
自
身
が
書
写
さ
れ
た
「
法
然
聖

人
御
消
息
」
も
収
録
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
親
鸞
聖
人
の
真

筆
を
網�
�

羅�

し
て
文
字
に
起
こ
し
た

聖
教
は
、
こ
の
『
聖
典
全
書
』

（
宗
祖
篇
上
・
宗
祖
篇
下
）
が
は
じ

め
て
と
な
り
ま
す
。

Ⅱ
親
鸞
聖
人
の
言
行
録
な
ど
を
収
録

次
に
あ
げ
る
べ
き
特
徴
と
し
て
、「
宗
祖
篇

上
」
に
は
、
親
鸞
聖
人
の
著
作
や
書
写
さ
れ
た

も
の
だ
け
で
は
な
く
、
親
鸞
聖
人
の
言
行
を
伝

え
た
『
恵�

信�
�

尼�

消�
�
�

息�
�

』
や
『
歎�
�

異�

抄�
�
�

』
な
ど

も
収
録
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
『
恵
信
尼
消

息
』
に
は
、
親
鸞
聖
人
と
共
に
暮
ら
さ
れ
た
恵

信
尼
公
な
ら
で
は
の
貴
重
な
思
い
出
ば
な
し
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
親
鸞
聖
人
の
、
比�

叡�
�

山�
�

時
代
や
源
空
聖
人
と
の
出�

遇�

い
に
い
た
る
経
緯

な
ど
、
他
の
資
料
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
事
柄
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
『
歎
異

抄
』
も
、
親
鸞
聖
人
の
法
語
を
伝
え
る
も
の
と

し
て
、
今
日
で
は
き
わ
め
て
広
く
知
ら
れ
て
お

り
、
や
は
り
他
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
親

鸞
聖
人
の
す
が
た
を
多
く
伝
え
て
い
ま
す
。
他

に
も
親
鸞
聖
人
が
門
弟
へ
宛
て
た
書
簡
（
消

息
）
の
中
で
、
何
度
も
熟
読
す
る
よ
う
に
勧
め

ら
れ
て
い
る
『
自�

力�
�

他�

力�
�
�

事�
�

』・『
一�
�

念�
�

多�

念�
�

分�
�

別�
�
�

事�
�

』・『
後�

世�

物�
�

語
�
�
�
�

聞�
�

書�
�

』
も
収
録
し

本派本願寺蔵『観無量寿経註』（部分）
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も
載
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
親
鸞
聖

人
が
書
写
す
る
た
め
に
見
ら
れ
た
聖
教
の
特
徴

が
わ
か
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
お
聖
教
を
拝
読
す
る
に
あ
た

っ
て
、
補
助
と
な
る
よ
う
な
付
録
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

Ⅳ
連
絡
ペ
ー
ジ
の
活
用

「
連
絡
ペ
ー
ジ
」
と
は
、『
聖
典
全
書
』
に
お

け
る
聖
教
の
ご
文
が
、
他
の
聖
典
で
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
知
ら
せ
る
「
ペ
ー
ジ
情
報
」
の
こ

50宗報 2019年７月号

『浄土真宗聖典全書』完結

て
い
ま
す
。

ま
た
「
宗
祖
篇
下
」
に
は
、
親
鸞
聖
人
の
加

点
を
元
に
し
た
延�
�

書�
�

（
漢
文
体
の
原
本
を
書
き

下
し
に
す
る
こ
と
）
と
伝
え
ら
れ
る
『
仏�
�

説�
�

無�

量�
�
�

寿�
�

経�
�
�

延�
�

書�
�

』・『
仏
説
観
無
量
寿
経
延
書
』

お
よ
び
『
選�
�

択�
�
�

集�
�
�

延�
�

書�
�

』
も
お
さ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
親
鸞
聖
人
の
直�
�

弟�
�

お
よ
び

源
空
聖
人
の
門
弟
の
書
写
に
よ
る
、
源
空
聖
人

の
『
三�
�

部�

経�
�
�

大�
�

意�

』
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ
付
録
の
活
用

と
こ
ろ
で
『
聖
典
全
書
』
は
学
習
の
便
を
考

え
て
、
巻
末
に
さ
ま
ざ
ま
な
付
録
を
設
け
て
い

ま
す
。
そ
の
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、「
宗
祖
篇
上
」
で
は
「『
顕
浄
土
真
実
教
行

証
文
類
』
返
点
校
異
」
で
す
。
こ
れ
は
『
教
行

信
証
』
の
底
本
と
対
校
本
と
の
間
で
返
点
が
相

異
し
、
文
意
が
異
な
る
も
の
を
一
括
し
て
掲
載

た
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
底
本
の
「
信�
�

巻�
�

」
に

「
摂
二
�
�

多
少
之
言�
一

」（
多
少
の
言
を
摂
す
る
）
と

あ
る
ご
文�
�

は
、
対
校
本
の
「
真�
�

仏�
�

上�
�
�

人�
�

書�
�

写�
�

本�
�

（
高
田
派
専�

�

修�
�

寺�

蔵
）」
で
は
「
摂
二
�
�

多
少�
一

之

言�

」（
多
少
を
摂
す
る
の
こ
と
ば
）
と
あ
り
、
読

み
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

『
教
行
信
証
』
で
は
該
当
す
る
本
文
に
※
印
が

付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ

さ
い
。

次
に
「
宗
祖
篇
下
」
で
は
、「『
観
無
量
寿
経

註
』・『
阿
弥
陀
経
註
』
対
応
表
（
付
漢
字
対

照
）」
で
す
。『
観
無
量
寿
経
註
』
と
『
阿
弥
陀

経
註
』
は
、
巻�
�

子�

本�
�

と
い
わ
れ
る
巻
物
の
体�
�

裁�
�

で
あ
り
、
表
側
だ
け
で
な
く
裏
側
に
も
文
字
が

び
っ
し
り
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
驚

く
こ
と
に
表
裏
が
対
応
す
る
よ
う
に
文
字
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
右
下
の
二
つ
の
画
像
の
よ
う

に
、
表
書
の
経
文
「
太
子
」
の
ま
裏
に
あ
た
る

位
置
に
「
彰
其
位
也
」（
そ
の
位
を
彰�

�

わ
す
な

り
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
対
応
表
で
は
、
そ
の
表
書
と
裏
書
が
対

応
す
る
も
の
を
抽
出
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
経

文
順
に
並
べ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、『
観
無
量

寿
経
註
』
と
『
阿
弥
陀
経
註
』
と
本
聖
典
の
第

一
巻
「
三�
�

経�
�
�

七�
�

祖�

篇�
�

」
に
お
さ
ま
る
各
聖
教

を
対
照
し
て
、
漢
字
の
相
異
を
示
し
た
一
覧
表

（裏書） （表書）
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と
で
す
が
、
今
回
の
『
聖
典
全
書
』
の
上
欄
に

は
、『
註
釈
版
』（
第
二
版
）
と
『
真
宗
聖
教
全

書
』（
大
八
木
興
文
堂
）
の
連
絡
ペ
ー
ジ
を
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
『
教
行
信
証
』
に
は
こ
れ
ら

に
加
え
て
、
本
文
は
じ
め
の
下
欄
に
「
真�
�

蹟�
�

集�
�
�

」
と
略
示
し
、『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集

成
』（
法
蔵
館
）
と
の
連
絡
ペ
ー
ジ
を
付
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
他
の
聖
典
で
の
確
認

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
、
ま
た
『
教
行
信
証
』
の

場
合
は
、
原
本
写
真
の
確
認
ま
で
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
宗
祖
篇
上
」
は
、

第
一
巻
「
三
経
七
祖
篇
」
と
非
常
に
連
動
性
が

高
い
の
が
特
徴
で
す
。
親
鸞
聖
人
は
『
教
行
信

証
』
に
『
無
量
寿
経
』
を
多
く
引
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
引
用
箇
所
を
し
ら
べ
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
『
教
行
信
証
』
の

「
行�
�
�

巻�
�

」
に
引
用
さ
れ
た
「
重�
�
�

誓�
�

偈�

」（『
無
量

寿
経
』
上
巻
）
の
ご
文
な
ら
、
引
用
元
の
「
三

経
七
祖
篇
」
の
該
当
箇
所
の
上
欄
に
、「
宗
祖

篇
上
」
の
該
当
巻
数
と
頁
数
を
示
し
て
、
連
絡

が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

つ
ま
り
、『
無
量
寿
経
』
を
拝
読
し
な
が
ら
、

親
鸞
聖
人
が
ど
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
か
が
わ

か
る
の
で
す
。

次
に
「
宗
祖
篇
下
」
の
、
親
鸞
聖
人
加
点
の

『
往
生
論
註
』、「
善
導
大
師
五
部
九
巻
」
に
つ

い
て
も
同
様
に
、
第
一
巻
「
三
経
七
祖
篇
」
に

お
さ
ま
る
そ
れ
ぞ
れ
の
聖
教
と
連
絡
の
便
を
は

か
る
た
め
に
、
本
文
は
じ
め
の
下
欄
に
「
聖
典

全
」
と
略
示
し
、
巻
数
と
該
当
頁
を
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
『
観
無
量
寿
経
註
』
と
『
阿
弥
陀

経
註
』
に
つ
い
て
は
、「
三
経
七
祖
篇
」
に
お

さ
ま
る
経
文
、
ま
た
は
註
釈
文
と
連
絡
の
便
を

は
か
る
た
め
に
、
本
文
の
上
欄
に
経
文
、
本
文

の
下
欄
に
註
釈
文
と
の
連
絡
頁
を
そ
れ
ぞ
れ
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
『
観
無
量
寿
経
註
』
と

『
阿
弥
陀
経
註
』
と
『
西
方
指
南
抄
』
に
つ
い

て
は
、
本
文
は
じ
め
の
下
欄
に
「
真
蹟
集
」
と

略
示
し
、『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
の
巻

数
と
該
当
頁
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、『
観
無
量
寿
経
註
』
と
『
阿
弥
陀
経

註
』、
お
よ
び
親
鸞
聖
人
加
点
の
『
往
生
論
註
』

と
「
善
導
大
師
五
部
九
巻
」
に
つ
い
て
は
、

「
宗
祖
篇
上
」
に
お
け
る
宗
祖
関
連
の
「
引
用

文
」
と
の
連
絡
を
は
か
る
た
め
、
聖
教
の
引
用

頁
を
示
し
ま
し
た
（
図
２
）。
た
と
え
ば
、『
阿

弥
陀
経
註
』
の
裏
書
に
引
用
さ
れ
た
ご
文
が
、

「
宗
祖
篇
上
」
の
『
教
行
信
証
』
の
ど
こ
に
引

用
さ
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
の
で
す
。

Ⅴ
次
回
の
紹
介

今
回
、
紹
介
し
ま
し
た
「
宗
祖
篇
上
」「
宗

祖
篇
下
」
は
、『
聖
典
全
書
』
全
体
で
は
第
二

巻
・
第
三
巻
に
あ
た
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
直
接
ご
覧
い
た
だ
い
て
、「
連
絡
ペ
ー

ジ
」
な
ど
、
他
に
は
な
い
特
徴
を
、
是
非
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
次
回
は
第

一
巻
の
「
三
経
七
祖
篇
」（
二
〇
一
三
年
三
月
刊

行
）
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
総
合
研
究
所
（
０
７
５
─
３

７
１
─
９
２
４
４
）
ま
で
。

（図１）（図２）

（
三
経
七
祖
篇
『
無
量
寿
経
』）

（
宗
祖
篇
下
『
阿
弥
陀
経
註
』）
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